
東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 4 3

3 4 3 3 今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 拡大・充実

利用者の必要度の把握や環境整備等の検討を行います。また、教育委員会部局の制度との連携を検討していきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

0

12,682

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

児童福祉係

効率性有効性二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性 両親ともに就労する家庭がふえており、今後も増加が見込まれます。

児童福祉係
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

十分に達成しているが、環境が適正かどうか検討する必要があります。

他制度(教育委員会）との連携など実施手段を見直す余地があります。

活動スペースに対し、受入児童数が多いことと、指導員の確保が困難となっています。

達成度

効率性

登録児童数

クラブ数

事業期間直営

007

課　　名 子育て支援室

1002 事務事業名

事業区分

放課後児童指導事業（学童クラブ）

該当

放課後家庭において児童を監護できない世帯の児童に、適切な遊びと生活の場を提供し児童の健全育成を図るため必要です。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.375

0.000

0.375

0.000

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

ニーズは年々高まり、スペースに対する適正人数を超えています。

事業の目的

根拠法令
保護者が就労等の理由により家庭に不在となる児童（小学１
～３年生)

180

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

180

成果指標

5

5

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

児童の健康管理、安全確保及び情緒の安定を図ること

遊びの提供、児童の健全育成

児童の活動状況の把握及び家庭への連絡

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（６）子どもの安全確保

0.000

37,916

2,827

0

平成

主要施策

公的関与

東温市放課後児童健全育成事業施行規則

細事務事業名

syakaifukushi@city.toon.ehime.jp089-964-4406 メールアドレス

実施計画

第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち政策目標 ５ 子育て支援の充実政策項目

8,048

0

人

5

指標名 計算式又は指標設定理由

市内の学童クラブ数 ヶ所

各児童クラブの登録数の合計

0.375

6,315

27,045

2,788

平成21年度

180

222

5

平成20年度

198

5

平成22年度

180

5

備　　　　考

9,245

0

7,211

21,460

29,833

8,129

0

7,162

13,608

28,899

2,833

0

31,732 40,743

放課後に適切な遊び及び生活の場を提供し、健全な育
成活動を行います。

最終的 今年度

民生

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 4

年度決算 年度予算

0

7,624 8,926

母子家庭の母親が自立し、家庭生活の安定を図ること
を目的とします。

最終的 今年度

民生

年度決算 備　　　　考

5,226

0

0

2,946

1,653

4,507

0

0

2,362

平成22年度

1

3

平成21年度

1

0

3

平成20年度

1

1

33

0

0

人

0

指標名 計算式又は指標設定理由

高等技能訓練促進費の需給者数 人

母子家庭自立支援教育訓練費の
受給者数

主要施策

母子自立支援事業 公的関与

東温市母子家庭高等技能訓練促進費等支給事業実施要綱
ほか

細事務事業名

syakaifukushi@city.toon.ehime.jp089-964-4406 メールアドレス

実施計画

（７）ひとり親家庭の支援

0.000

8,172

754

0

平成

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

申請による受給者に対し、毎月高等技能訓練費を支給しま
す。（教育訓練費は受講修了後）

母子自立支援員による相談業務を行います。

定期的に受給者の状況確認を実施します。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

必要とする人数

成果指標

6

必要とする人数

期間設定なし

一般会計

最終目標

自立を目指す母子家庭の経済的負担を軽減するために必要な制度であると思います。

事業の目的

根拠法令
母子家庭の母に対し、厚生労働省が指定する高等技能を取得
するため修業する場合や教育訓練を受講する場合に訓練費等
の支給をします。

1

母子家庭世帯等の生活安定確保のため、また、経済的負担を軽減し自立を助けるため必要です。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.100

0.000

0.100

0.000

平成

事業期間直営

007

課　　名 子育て支援室

1003 事務事業名

事業区分

母子自立支援事業

該当

事業の対象

改　革
計　画

現時点では、一定の住民ニーズを満たしていると思われます。

ひとり親家庭への子育て支援制度として、周知徹底を図る必要があります。

H21.6月の制度改正により、周知・拡大と適用漏れ・遅延の防止を図ることです。

達成度

効率性

受給者数(教育訓練費）

受給者数(高等技能）

項目

必要性

有効性 生活の安定や経済的自立の支援であり、児童福祉の向上の観点からも継続する必要があります。

児童福祉係
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

910

743

0

877

効率性有効性

効率性

0.100

6,869

755

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

児童福祉係

第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち政策目標 ５ 子育て支援の充実政策項目

今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 拡大・充実

子ども手当や児童扶養手当の現況届の際、職業が学生である方への案内、広報等での周知を実施します。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 3

4 4 3 3 今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 拡大・充実

専門職あるいは、専属の正規職員を配置する等、支援体制を検討します。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

3,422

9,635

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

児童福祉係

効率性有効性二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性 子育てについては、連携を要する関係機関もあり、市が率先して実施すべき事業だと思います。

児童福祉係
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

イベントの参加者人数や相談件数等利用が多く、ニーズを満たしていますが、更なるニーズの対応が必要です。

子どもの成長を支援していくという長いスパンの中で事業を実施するため、様々な方法を検討していく必要があります。

子どもの年齢により子育て支援を行う担当課がかわるので、引継ぎや関係機関との連携が非常に重要になってくる事業です。この連携のカギとな
る機関(現在は子育て支援室）の充実を図ることが必要です。

達成度

効率性

あおぞら広場参加者数

育ちの支援教室利用者数

相談件数（面接・電話・訪
問等）

事業期間直営

007

課　　名 子育て支援室

1005 事務事業名

事業区分

地域子育て支援センター運営事業

該当

子育て支援事業として、重要であり積極的に推進する必要があります。

当面の
課　題

総合計画

会計

163

1.200

2.000

1.200

2.000

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

核家族化等で育児不安を抱える家庭が増えており、ニーズは年々増加しています。

事業の目的

根拠法令
子育て家庭に対し、ニーズに応じた子育て支援を実施しま
す。

件

3,300

150

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

5,000

成果指標

501

500

250

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

育児不安等についての相談事業

子育てサークル等の支援

特別保育事業の支援

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（１）地域における子育て支援の充実

3.000

19,541

9,423

5,106

平成

主要施策

公的関与

東温市地域子育て支援センター事業実施要綱

細事務事業名

syakaifukushi@city.toon.ehime.jp089-964-4406 メールアドレス

実施計画

第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち政策目標 ５ 子育て支援の充実政策項目

4,990

0

人

456

年間相談件数

指標名 計算式又は指標設定理由

年間延べ利用人数 人

イベントの年間参加者延べ人数

1.250

0

14,625

8,921

平成21年度

3,500

5,306

450

平成20年度

3,432

400

平成22年度

4,000

500

250

備　　　　考

4,994

0

0

200

274

14,547

26,968

4,994

0

0

12,576

17,570

9,065

3,422

30,057 34,070

子育て支援や気になる子の早期発見、早期支援を行
い、子どもの健全な生育を図ることを目的とします。

最終的 今年度

民生

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 9

20 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 3 3 3

3 4 3 4

年度決算 年度予算

856

2,798 4,226

子育て家庭への指導・支援を関係機関と協働しながら
実施し、子どもの健全な成育を図ることを目的とします。

最終的 今年度

民生

年度決算 備　　　　考

786

0

0

1,835

3,476

678

0

0

509

平成22年度

280

10

平成21年度

280

220

7

平成20年度

200

5

582

0

0

件

6

指標名 計算式又は指標設定理由

養育困難家庭の訪問件数 件

対象家庭の訪問件数

主要施策

公的関与

こんにちは赤ちゃん事業実施要綱ほか

細事務事業名

syakaifukushi@city.toon.ehime.jp089-964-4406 メールアドレス

実施計画

（１）地域における子育て支援の充実

0.500

2,621

754

851

平成

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

対象家庭に訪問等の案内・周知を行います。

訪問後、個別的な支援が必要と認められるケースについて、
ケース対応会議等を開催し適切な支援を講じます。

医療・療育機関と連携をとったり、就園・就学へスムーズに繋
いだりして、保護者の悩みや個々の発達支援に対応します。

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

対象全件

成果指標

9

対象全件

期間設定なし

一般会計

最終目標

家庭環境が多様化、核家族化しており、育児への不安を抱える家庭が増加しているため、住民のニーズは高くなっています。

事業の目的

根拠法令
子育て家庭に対し、支援が必要である場合に必要な支援を行
います。

260

子育てに対する不安や対応策等、市民のニーズに応え、少子化対策として推進する必要があります。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.100

0.500

0.100

0.500

平成

事業期間直営

007

課　　名 子育て支援室

1007 事務事業名

事業区分

こんにちは赤ちゃん事業（養育支援訪問事業含む）

該当

事業の対象

改　革
計　画

概ね達成してるが、潜在的ニーズに対応していくためにも、さらなる周知徹底を行っていきます。

20年度からの事業であるため、実施手段等の検討は今後も必要であると思います。

20年度開始事業のため利用者の認知度がまだ低いので、潜在的なニーズに対応しきれていません。

達成度

効率性

こんにちは赤ちゃん事業訪
問件数

養育支援家庭訪問事業訪問
件数

項目

必要性

有効性 健康推進課の赤ちゃん訪問や学校教育課の巡回相談など、類似・重複事業があるため、業務の住み分けや連携が必要です。

児童福祉係
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

1,877

743

856

1,295

効率性有効性

効率性

0.100

1,187

755

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

児童福祉係

第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち政策目標 ５ 子育て支援の充実政策項目

今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 拡大・充実

出生届時や検診時等を利用し、さらに周知を行い、潜在ニーズを探っていきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 4

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 4 今後の方向性 現状維持

必要性 達成度 今後の方向性 拡大・充実

掲示物や広報等を利用し、対象者への周知、啓発を行っていきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

0

0

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

児童福祉係

効率性有効性二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性 相談件数は少ないが、内容は生命に関わるため、必要な事業と思われます。

児童福祉係
総　合
評価点

Ａ

事業の対象

改　革
計　画

潜在的ニーズに対応していくために、さらなる周知徹底を行っていきます。

現時点では、相談ごとに対応しており適当であると考えます。

関係機関（警察署、婦人相談所等）へ直接相談に行くケースもあり、ニーズの把握が当面の課題です。

達成度

効率性

相談件数

事業期間直営

007

課　　名 子育て支援室

1008 事務事業名

事業区分

DV・婦人保護事業

該当

犯罪となる行為を含む重大な人権問題である、よりよい社会を構築するため必要な事業です。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.020

0.000

0.020

0.000

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

一層の周知、啓発に努めていく必要があります。

事業の目的

根拠法令
配偶者や恋人からの暴力行為やセクシャル・ハラスメント等
を受けている女性

0

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

0

成果指標

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

ＤＶ等の相談業務

関係機関との連絡、調整（婦人相談所、警察署、母子生活支
援センター等）

啓発活動

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（４）暴力の根絶と女性の健康づくりの支援

0.000

0

151

0

平成

主要施策

公的関与細事務事業名

syakaifukushi@city.toon.ehime.jp089-964-4406 メールアドレス

実施計画

第６章 みんなでつくる協働・自立のまち政策目標 ２ 男女共同参画社会の形成政策項目

0

0

人

指標名 計算式又は指標設定理由

市役所が来所相談を受けた件数

0.020

0

0

149

平成21年度

0

3

平成20年度

2

平成22年度

0

備　　　　考

0

0

0

0

149

0

0

0

0

0

151

0

151 151

男女がお互いの人権を尊重しつつ、社会の対等な構成
員として男女共同参画社会を形成します。

最終的 今年度 啓発活動の推進や相談の充実に努めます。

民生

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 9

14 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 3

年度決算 年度予算

1,711

5,440 5,455

子育て家庭に対して、安心して子育てしやすい環境を
作ります。

最終的 今年度
会員を対象とした研修会、交流会を積極的に行い、事業の
充実に努めます。

児童福祉

年度決算 備　　　　考

996

0

0

2,380

5,229

930

0

0

2,421

250

204

平成22年度

250

900

250

平成21年度

200

232

900

平成20年度

212

900

1,108

0

0

人

831

指標名 計算式又は指標設定理由

相互援助活動数 件

利用会員、協力会員、両方会員
の合計

主要施策

公的関与細事務事業名

syakaifukushi@city.toon.ehime.jp089-964-4406 メールアドレス

実施計画

（１）地域における子育て支援の充実

1.000

3,376

377

1,702

平成

出産前後で子どもの世話ができないときの預かり

会員を対象とした研修会、交流会の実施

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

幼稚園、保育施設の保育時間前や終了後の預かり、送迎

子育て相談

病後の回復期にある子どもの世話

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

250

成果指標

387

900

300

期間設定なし

一般会計

最終目標

利用会員に比べ、協力会員の数がやや不足しているので、制度内容について周知を行い、協力会員の増加に努めていく必要があります。

事業の目的

根拠法令
育児の手助けを必要とされる方（児童の年齢は０～１２歳ま
で）、育児の支援を行いたい方。

人

200

250

地域の子育て家庭への情報提供や相談等を行うことにより、地域全体でより良い子育ての環境づくりを推進するため必要です。

当面の
課　題

総合計画

会計

203

0.050

1.000

0.050

1.000

平成

事業期間直営

007

課　　名 子育て支援室

1011 事務事業名

事業区分

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰとうおん運営事業

該当

事業の対象

改　革
計　画

概ね達成してるが、潜在的ニーズに対応していくためにも、さらなる周知徹底を行なっていきます。

現時点では効率性に関しては適当であると考えます。

利用者の認知度がまだ低いため、潜在的なニーズに対応しきれていない。

達成度

効率性

登録会員数

事業利用件数

講習会・交流会参加人数

項目

必要性

有効性 会員登録者数は増加傾向にあり、今後も増加が見込まれます。

児童福祉係
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

3,146

372

1,711

2,038

効率性有効性

効率性

0.050

3,351

378

電話番号係　　名

ソフト事業 事業運営方法

児童福祉係

延べ人数

第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち政策目標 ５ 子育て支援の充実政策項目

今後の方向性 拡大・充実

必要性 達成度 今後の方向性 拡大・充実

掲示物や配布チラシ等を利用し、さらに周知を行い、潜在ニーズを探っていきます。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 2

4 4 3 2 今後の方向性 民間委託等

必要性 達成度 今後の方向性 民間委託等

事業協力者によるイベントや定期行事の充実により、サービスの向上及び経費の削減を図ることを検討しています。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者

0

10,618

電話番号係　　名

施設の維持管理 事業運営方法

児童福祉係

効率性有効性二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 達成度

効率性

項目

必要性

有効性 平成21年度より「さくらこども館」が開館し、利用者数も順調に増加しています。

児童福祉係
総　合
評価点

Ｂ

事業の対象

改　革
計　画

イベントの回数、利用者ともに増加傾向にあり、概ね目標を達成していると考えます。

事業協力者によるイベントや定期行事の充実により、サービスの向上を図ることが出来ると考えられます。

さくらこども館開館に伴い、更なる経費削減やサービスの向上を模索する必要があります。

達成度

効率性

イベント実施数

利用者

事業期間直営・一部委託

007

課　　名 子育て支援室

1013 事務事業名

事業区分

児童館管理運営業務

該当

児童に安心・安全な遊び場の提供と体験的な学習の機会を提供することにより、その健康の増進と情操を豊かにするために必要で
す。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.000

0.000

0.000

0.000

平成

期間設定なし

一般会計

最終目標

事業協力者によるイベントや定期行事の充実により、サービスの向上を図ることが出来ると考えられます。

事業の目的

根拠法令児童及びその保護者

55

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

100

成果指標

35,720

40,000

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

創作・文化活動（子ども料理教室、手作りおもちゃ教室）

視聴覚活動（映画・ビデオ鑑賞会、絵本の読み聞かせ）

集団遊び活動（こあらクラブ事業、小学生クラブ事業、季節行
事）

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

（１）地域における子育て支援の充実

0.000

23,561

0

0

平成

特別事業（愛媛県児童館協議会やえひめこどもの城などが主催す
る事業、イベントへの参加）

ボランティア事業（ボランティア個人や団体が企画する事業につい
て、有益と判断されるものへの参加）

主要施策

公的関与

東温市児童館条例

細事務事業名

syakaifukushi@city.toon.ehime.jp089-964-4406 メールアドレス

実施計画

第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち政策目標 ５ 子育て支援の充実政策項目

0

0

回

25,756

指標名 計算式又は指標設定理由

来館者数 人

ボランティア、または事業協力
者によるものを含む

0.000

0

10,618

0

平成21年度

90

97

35,000

平成20年度

54

25,000

平成22年度

100

37,000

備　　　　考

1,121

0

0

22,440

10,618

0

0

0

19,360

19,360

0

0

19,360 23,561

健全な遊びを通じて、その健康を増進し、又は情操を豊
かにします。

最終的 今年度
親子体操など新しいイベントを実施し、さらなる利用の促進を
図ります。

児童館

年度決算 年度決算 年度予算



東温市事務事業評価シート　平成21年度実施事業対象

№ ― 9

21 年度 ～ 22 年度 □

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

20 21 22

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

年度決算 年度予算

0

158,835 0

市立保育所の改修最終的 今年度

民生

年度決算 備　　　　考

0

0

0

0

0

48,800

50,900

40,000

15,358

平成22年度

1

平成21年度

5

5

平成20年度

―

0

0

0

箇所

指標名 計算式又は指標設定理由

改修工事を実施した保育所数

主要施策

公的関与

児童福祉法

細事務事業名

syakaifukushi@city.toon.ehime.jp089-964-4406 メールアドレス

実施計画

0.000

0

0

0

平成

拝志保育所耐震補強改修工事

その他

Ｄ
Ｏ

全体事業費(Ａ＋Ｂ)

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

臨時職員工数・経費

国・県支出金

地方債

その他特定財源

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

直接事業費

平成

川内保育園改修工事

双葉保育所改修工事

南吉井第二保育所改修工事

予算費目

一般財源

計(Ａ)

費目名

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

二次評価で
の指摘事項

活動内容

6

成果指標

期間設定なし

一般会計

最終目標

公立保育所においては、順次老朽化に伴う改修が必要です。

事業の目的

根拠法令市立保育所

―

保育所の耐震及び改修については、南吉井保育所の耐震工事を残すのみとなった、今後は各保育所の状況に応じた修繕工事等が
必要です。

当面の
課　題

総合計画

会計

0.000

0.000

0.500

0.000

平成

事業期間直営

007

課　　名 子育て支援室

1020 事務事業名

事業区分

保育所改修事業

該当

事業の対象

改　革
計　画

改修工事等計画した6保育所すべての事業が完了し、目標を達成しました。

効果的な改修工事が実施できました。

南吉井保育所について耐震補強が必要です。

達成度

効率性

市立保育所数（６）

項目

必要性

有効性 大規模改修工事、耐震補強工事等適切に実施できました。

児童福祉係
総　合
評価点

Ａ

二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 達成度

0

0

0

0

効率性有効性

効率性

0.000

155,058

3,777

電話番号係　　名

ハード事業 事業運営方法

児童福祉係

第１章 地球と共生する快適環境のまち政策目標 政策項目

今後の方向性 拡大・充実

必要性 達成度 今後の方向性 拡大・充実

平成22年度補正予算にて対応予定です。

有効性

評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

一次評価者




